特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年3月22日400号
防賀川堤で植樹祭が成功　昨年8月からのワークショップを4回開催しました。そしてアンケート参加者を含めてこの取組みに何らかの参加をしていた皆さんの人数は6000人を突破しています。夏の真っ盛りの8月27日には魚調べ、植物調べ、昆虫調べを行い、引き続き9月4日には景色や歴史川に係わる施設などを調べ、9月23日の祝日には防賀川について夢を語り合い、防賀川に植えられている樹木を調べるなどして10月29日には樹種を選び出しました。そして2日間に亘る京田辺市民文化祭や中部住民センター祭をはじめいろいろなイベントで樹種についてのアンケートをいただきました。そして諸条件を勘案して5種の樹種を決定しました。出来るだけ安価なところで苗木を得ようと苦労しました。少し奮発して横断幕を注文して、市民の皆さんに植樹祭参加を呼びかけました。前日には雨天でした、18日当日の朝には雨模様で急きょブルーシートを張り出し、堆肥や添え木、スコップの準備を進め、14時きっかりに開会宣言、理事長挨拶、河川レンジャーからの経過説明、そしてワークショップの中心を担った田中氏からプログラムの確認とワークショップを含む樹種決定までのポイントが説明され、その後植付け方法の説明を行いました。当日の様子は洛南タイムスが取組みの内容を的確に報道してくれました。事前報道の新聞を見て城陽市からの参加がありました。集まった人たちがグループごとに堆肥と水をたっぷりやり植樹をしました。植樹のあと記念写真撮影、続いてこれからどうすればいいのかといったワークショップでは、「水をやる、ゴミを拾う、イベントを開く、雑草を引く」などが出されました。きっといい散策路が出来るでしょう。みなさんの植えた樹木に期待されている様子が伝わりました。
尾根筋ハイキングコースに　｢京田辺尾根筋ギャラリー｣(30本の掲示版)が3月20日完成
ハイキングコースがオープンしたのは2005年4月29日でした。この日の為にコースの着工は9月から始めました。竹藪の整理やコースの距離測定、オオタカの生育が確認されて、一部コース変更を行うなどオープンにこぎつけるのは200人以上の御苦労がありました。そして、ギャラリーの設置プランをやっとのことで完成することができました。『京田辺市尾根筋ギャラリー』と命名をすることに決定しました。　京田辺尾根筋ギャラリーのオープンには里山の会絵画部員の皆さんの1年間の活動の発表として7名の作品が展示されています。まもなく芽吹きの季節を迎えます。そして春のひと時7.5ｋｍをゆっくり楽しんでみてください。合計30点の屋外展示はこれまでに誰も味わったことの無い取組みで作品に出会いながら緑の散歩をお楽しみ下さい。ご来場をお待ちしています。
親子花見乗船体験(4月8日)の乗船希望者の募集が始まる　先着400名を受付けます。　必ずＦＡＸで申し込んでください。待ち時間を短縮するために乗船時間を連絡します。事前予約者最優先で乗船していただきます。当日参加者は空席発生時の乗船扱いとさせていただきます。ご了解下さい。昨年は約379人の乗船となりほぼ満席でした。今年の満開時期は昨年より遅くなるとの予想です。丁度この時期が最もいいのではないでしょうか。昨年は蕾が膨らみかけた状況で、少しさびしい花見となりました。今年はきっといい時期になるのではないでしょうか。またカヌーの試乗体験は20人の利用がありました。今年はカヌーの試乗時間を設定して出来るだけ多くの皆さんにご利用いただくように改善させていただきます。先着順にご乗車いただきますので、乗船者殺到の場合は体験乗車時間の調整を行います。待ち人の人数を見て御参加下さい。待ち時間の標示をさせていただきます。
花見体験を美しい桜とあわせて、美しい川を実現するために、馬坂川清掃作業へのご参加を呼びかけています。3月25日(日)午前10時から12時まで、集合場所は府営団地第３集会所前の公園（15棟と16棟の間）です。年々放置されているゴミはビニール袋に移行して、大型の単車や自転車は徐々に少なくなってきています。皆さんで年1回の清掃作業を行って４回目ですが、マナーが段々よくなって、私の川、桜の花が咲く美しい川にしようという雰囲気が出来上がってきているのではないでしょうか。川床の清掃に加えて、土手斜面のゴミ拾い、草刈り、そして美しく工事された道路ですが、綺麗に掃き清めようと思います。そして時間があれば桜色ののぼりの貼りだしもできれば予定しています。　

木津川の植物観察を24日は9時30分に八幡市の三川合流点の背割り堤集合で行います。12時ごろ解散を予定しています。珍しい花が見つかると嬉しくなります。春一番に美しい野の花を観賞しましょう。里山の会・植物部会主催で開催いたします。参加費無料、時間に遅れないようご集合下さい。大勢のご参加をお待ちしています。特に初心者大歓迎です。里山の会は｢自然を大切にする仲間の輪を大きくする｣をスローガンに掲げて、活動を進めています。
週刊ニュース400号に到達　2004年7月に第1号ニュースを発行して約8年を経過しようとしています。そして記念すべき400号の発行となりました。第1号発行したときからパソコンクラブが立ち上がり、ホームページへの掲載が開始されました。週刊ニュースのＦＡＸ送信も開始され、できるだけ住所が近くだという方々による郵送費節約のための手配りも開始され、今日に引き継がれ個別配布がされています。おもてに見えない行動経費節約や自らの健康維持、行事には参加できないが何かで貢献したいという小さな献身の積上げが継続されて皆の小さな力によってここまで到達できました。初めの頃には毎週の発行は続かないだろうと誰もが予想していました。この予想を覆して連続発行400号に到達しました。これからも全会員さんに配達されるよう皆さんのご協力をお願いします。


[image: image1.emf]やましろ里山の会   週刊ニュース 400 号にあたって   2012 年 3 月 22 日週刊ニュース 400 号を発行する運びとなりました。   2 004 年 7 月 31 日第 1 号を発行して以来 7 年 8 ヵ月 1 回も休むことなく発行出来た事はすばらし い 事 だ と思います。   ニュースの作成編集を担当される山村常務理事の超人的な熱意と努力には頭が下がります。 また、 この情報の配信に関係される多くの方々に感謝します。   里山の会も 2011 年度は会員 250 名に達する見込みで年間事業数は 105 回を超え、参加者数は 7329 人 の多数 に 達しました。   活動結果の報告と次の催しを知らせる『週刊ニュース』の発信は益々重要に成っています。   300 号以来進めてきた会員名簿の精査も完成し、会員の皆様への週刊ニュース配信はインターネッ トの メールアドレス に よるホームページの案内、 FAX 、手配りなどで改善してきましたがさらな る確実性を図っていこうと考えています。   また、質の向上、迅速性として、   1 ．   イベント企画を１ヵ月前にチラシ化して発信する ( ホームページに掲載 ) 。   2 ．   週刊ニュースにイベント写真を追加する ( ホームページに掲載 ) 。   などの改善を図り、やましろ里山の会の事業計画に 出来るだけ多くの人 が 参加して 『自然 を 大切 にする人々の輪を広げる』活動を進めて行きましょう。 （記   徳田武治）  
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週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

やましろ里山の会　週刊ニュース400号にあたって

2012年3月22日週刊ニュース400号を発行する運びとなりました。

2004年7月31日第1号を発行して以来7年8ヵ月1回も休むことなく発行出来た事はすばらしい事だと思います。

ニュースの作成編集を担当される山村常務理事の超人的な熱意と努力には頭が下がります。また、この情報の配信に関係される多くの方々に感謝します。

里山の会も2011年度は会員250名に達する見込みで年間事業数は105回を超え、参加者数は7329人の多数に達しました。

活動結果の報告と次の催しを知らせる『週刊ニュース』の発信は益々重要に成っています。

300号以来進めてきた会員名簿の精査も完成し、会員の皆様への週刊ニュース配信はインターネットのメールアドレスによるホームページの案内、FAX、手配りなどで改善してきましたがさらなる確実性を図っていこうと考えています。

また、質の向上、迅速性として、

1． イベント企画を１ヵ月前にチラシ化して発信する(ホームページに掲載)。

2． 週刊ニュースにイベント写真を追加する(ホームページに掲載)。

などの改善を図り、やましろ里山の会の事業計画に出来るだけ多くの人が参加して『自然を大切にする人々の輪を広げる』活動を進めて行きましょう。（記　徳田武治）


